
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎第 1回 講師：当センター職員 

①「今、求められている地域と学校の連携・協働の在り方」  

・地域と学校の連携の必要性と在り方について、昨今の情勢を踏まえてお話をいたしました。 

講師：村上市立金屋小学校区地域支援団体「おらだり育援隊」 須貝 俊大 様  酒井 幸子 様 

①「『おらだり育援隊』が創出したコミュニティと、地域と学校の連携協働活動の実践」  

・『おらだり育援隊』の取組の様子やそこから広がった地域と学校の連携活動を、具体的な実践を交え 

てお話をいただきました。受講者には新たな発見やヒントを学ぶことができました。 

 
そもそも地域連携コーディネーター等研修会とは  
  

教育支援活動に関わるスタッフやボランティア、学校教職員や行政職員に対し、学校・家庭・地域の連携・協働を  

推進するために必要な資質や能力を養うとともに、人材の確保を目指すことをねらいとして行われている研修会です。  

◎今年度の地域連携コーディネーター等研修会は終了してしまいましたが、今年度の地域連携コーディネーター等

研修会の概要を掲載いたしました。  

新たな視点や他の受講者との交流、多くの刺激や発見を得ることができます。視野を広げることが新たな取組の第

一歩です。  

◎第 2回 講師：ＮＰＯ法人 みらいずｗｏｒｋｓ 代表理事 小見 まいこ 様 

②「「当事者意識と行動動機をもたせ、学校にプラットフォームを創出する」  

・グループワークをとおして、日々の活動を振り返り、課題を共有し解決を目指すとともに、各々が課題解決のヒントを得る機

会となりました。また、受講者同士が日々の悩みを率直に話し合う場面が見られ、受講者の皆様は有意義な時間を過ごすこと

ができました。 

◎第 3回 講師：東京大学大学院教育学研究科  牧野 篤 様  

③「学ばずにはいられない 「ちいさな社会」を創り出そう -「よきこと」に気づき、実践する-」 
  

・最新の国の施策の背景や世の中の状況や動向等をわかりやすくお話をいただき、そのうえで地域連携の必要性や方向性などを、 

具体例を交えてていねいに御講義いただきました。 

③「学ばずにはいられない 「ちいさな社会」を創り出そう -みんなで意見を出し合い牧野先生と議論する-」 

・グループワークでは、ＫＪ法を用いて各々が関わっている子どもたちの良さを再発見することができました。受講者の中には、 

新たな視点を学ぶ機会としていた方もおられました。 

 

 

No.８ 令和 4年 9月 28日(水) 

 

 

 

対象 : 市町村の地域学校協働本部や地域の教育支援活動のスタッフやボランティア等として活動している方、地域コーディ

ネーターに興味・関心のある方、今後地域コーディネーターとしての活動を希望する方、地域コーディネーター、学校運営協

議会委員として既に活動している方、学校教職員、行政職員など、幅広い分野の方々が参加されています。  

◎受講前、この研修会への期待はどの程度でしたか。 


